
広報

くにみ 1999

２
平成11 年２月15 日…………No.  308

目 次

町政懇談会１……………………………２

滝山町営住宅入居者募集………………６

お知らせ ………………………………12

平成11 年の国見町成人式が１月15日に行われ｡164 人

の若者たちが大人の仲間入りをしました。会場とな った

観月台文化センターでは ，あちらこ５らで楽し気な話し

声と笑顔がはじけました。

式では，新成人を代涙し て渡辺智徳さんが「网の発展

と高齢化社会に爽献１るためにがんは･ります」と答辞を

述べました。

はつらつとした若さにおめでとう，そして未来に乾杯。

若さに
乾杯



み
ん
な
で
町
づ
く
り
、
夢
づ
く
り町

政
懇
談
会
・
１
・

国
見
町
で
は
、
『
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
リ
』
と
「
心

豊
か
で
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
リ
」
を
町
政
運
営
の
目
標
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
基
本
に
な
っ
て
い
る

の
が
み
な
さ
ん
の
「
声
」
で
す
。
来
年
度
の
予
算
編
成
に
入
る
前
に
、
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聰
き
す
る
町
政
懇
談
会
が
、
十
一
月
卜
二
日
か
ら

一
。不

日
ま
で
の
問
、
六
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
づ
く
り
は
、
み
ん
な
で
行
う
も
の
で
す
。
二
十
一
世
紀
に
は
ば
た
く

閥
見
町
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
私
た
ち
が
、
今
で
き
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
。
今
月
は
、
森
江
野
と
大
枝
、
そ
し
て
小
坂
地
区
の
町
政
懇
談
会
で
出

さ
れ
た
主
な
ご
意
兄
を
ま
と
め
ま
し
た
。



森
江
野
地
区

安
心
な
生
活

森
山
・
寺
前
地
内
に
防
犯
灯
を
般
置

し
て
く
だ
さ
い
。

一

現
地
嗣
査
の
上
、
対
応
し
ま
す
。

阿
武
隈
川
の
川
床
を
下
げ
る
方
法
は

な
い
の
で
す
か
。

一
姓
設
省
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
支
障
部
は
ド
げ
る
方
法
を

と
る
よ
う
で
す
。

町
で
は
災
害
時
の
（

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

一
建
般
省
で
作
成
し
た
洪
水
図
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

阿
武
隈
川
の
逆
流
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、

本
線
の
川
床
の
砂
利
を
取
り
除
く
こ

と
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

一
建
設
省
と
協
議
を
し
た
と
こ
ろ
、

流
れ
が
早
く
な
り
、
堤
防
決
壊
の
心

配
が
発
生
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

福
祉
　
健
康

町
社
協
の
会
費
で
す
が
、
町
内
会
長

は
特
別
会
貝
と
し
て
五
千
円
を
納
入

し
て
い
ま
す
。
人
変
で
は
。

一

社
協
発
足
当
時
の
経
緯
の
巾
、
町

内
会
艮
さ
ん
に
は
町
内
会
の
代
表
と

し
て
、
率
先
し
て
特
別
会
員
と
し
て

加
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
従
来
通
り
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

生
産
基
盤
の
整
備

町
道
一
こ

六
Ｒ
９
は
、
農
協
か
ら
町

道
三
〇
五
九
号
ま
で
は
飼
装
さ
れ
て

い
ま
す
が
全
線
舗
装
は
い
つ
で
す
か
。

・
学
校
や
公
共
施
設
周
辺
を
優
先
的

に
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
道

の
整
備
は
、
国
や
県
の
補
助
嘔
業
で

行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
予
算
確
保
が

難
し
い
の
で
す
。
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

快
適
な
環
境
づ
く
り

町
道
五
号
改
良
の
見
通
し
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

一
佐
久
間
川
改
修
工
事
の
進
み
具
合

に
も
よ
り
ま
す
が
、
前
原
地
内
ま
で

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

小
学
校
か
ら
村
公
商
店
ま
で
の
区
間

に
つ
い
て
用
地
交
沙
を
し
て
い
ま
す
。

県
道
五
ｔ
沢
・
国
見
線
の
滝
川
橋
か

ら
佐
久
閥
采
子
店
ま
で
の
間
に
Ｕ
字

溝
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
れ
ま
で
も
県
に
要
望
し
て
き
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
嬰
望
し
ま
す
。

大
木
戸
地
内
か
ら
土
平
畑
へ
の
進
入

路
を
拡
幅
し
て
く
だ
さ
い
。

一
国
道
四
号
・
ゆ
ず
り
あ
い
車
線
工

事
を
実
施
し
て
い
る
建
般
省
に
お
願

い
し
ま
す
。

町
道
一
。０
四
〇
号
、
三
〇
五
四
号
の

側
溝
に
ふ
た
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

現
場
を
兒
て
、
予
算
と
相
談
し
な

が
ら
判
断
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
道
一

．
一
号
と
五
号
の
水
路
の
合

流
点
、
越
水
し
ま
す
。
滑
川
に
排
水

で
き
ま
せ
ん
か
。

・

現
地
を
兒
て
判
断
し
ま
す
。

行
政
全
般

優
良
田
園
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
の

説
明
会
が
新
聞
報
迫
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
は
参
加
し
た
の
で
す
か
。

一
こ
の
説
明
会
は
、
公
の
機
関
に
よ

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
町
と

し
て
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
今
後
、
国
や
県
に
よ
る
優
良
田

園
住
宅
法
の
脱
明
会
が
開
か
れ
ま
す

の
で
、
参
加
し
て
研
究
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
学
校
校
庭
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
が
破

損
し
。
砂
が
飛
び
敵
っ
て
迷
惑
し
て

い
ま
す
。

一

現
鳩
を
見
た
上
で
、
早
急
に
対
応

し
ま
す
。



大
枝
地
区

安
心
な
暮
ら
し

築
舘
橋
の
ｈ
流
と
下
流
に
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一
危
険
な
の
で
す
ぐ
に
取
り
付
け
ま

す
。

石
川
地
区
の
松
浦
さ
ん
宅
は
排
水
路

の
水
が
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
よ
い

方
策
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

・
一
級
河
川
へ
の
排
水
が
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
。
ｈ
流
か
ら
行
っ
て
い

る
河
川
改
修
に
期
待
し
ま
す
。

防
火
水
槽
の
設
置
は
い
つ
ご
ろ
に
な

り
ま
す
か
。

一
年
内
に
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
嘔

業
で
着
工
し
、
二
月
末
ま
で
に
地
ド

式
川
十
ン
規
模
で
設
置
し
ま
す
。

大

技
湛

水
防

除
の

新
規

分
の

完
成
は

い
つ
で

す
か

。

一

平
成

十

’
年

。。一
月
ま

で

に
完
成
、

稼

働
可

能
と

な
り

ま
す

。
堂

の
的
水

路
の
底
張

り

も
同

時
に

行
い

ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備

原
町
た
め
池
の
改
修
は
行
う
の
で
す

か
。

・
現
状
確
認
を
し
た
桔
果
、
当
面
は

心
配
な
い
状
況
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

本
格
的
な
改
修
は
、
危
険
度
合
い
か

ら
み
て
、
相
当
先
に
な
り
ま
す
。

石
山
樋
管
が
折
れ
て

い
ま
す
か
ら
修

理
を
。
ま
た
、
止
め
板
も
支
給
し
て

く
だ
さ
い
。

一
堤
防
内
な
の
で
堤
防
改
修
時
ま
で

待
っ
て
く
だ
さ
い
。
虍
め
板
の
件
は
、

現
地
を
見
て
か
ら
判
断
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

川
内
の
寺
裏
の
田
畑
は
雨
が
降
る
た

び
に
水
が
入
り
込
み
ま
す
。
水
路
を

六
百
地
の
側
溝
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
か
。

・
現
場
を
測
量
し
て
み
ま
す
が
、
実

際
に
工
事
を
始
め
る
の
は
富
士
見
橋

改
修
の
と
き
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

田
ん
ぽ
の
水
不
足
解
消
の
た
め
、
排

水
路
よ
リ
バ
イ
ブ
ラ
イ
ン
を
利
用
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
小
坂
は
場
整
備
で
は
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
が
、
平
坦
な

人
技
地
区
で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

快
適
な
環
境
づ
く
り

川
内
に
も
病
院
バ
ス
を
運
行
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
か
。

一

病
院
へ
は
伝
え
て
あ
り
ま
す
が
、

迦
行
経
路
の
川
題
も
あ
る
よ
う
で
す
、

も
う
一
度
伝
え
ま
す
。

県
道
上
流
の
牛
沢
川
改
修
に
つ
い
て

も
県
へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

一

現
在
。
高
城
地
区
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
下
流
の
改
修
に
つ
い

て
お
願
い
を
続
け
ま
す
。

町
道
五
〇
一
一
号
の
改
良
は
ど
う
な

っ
て

い
る
の
で
す
か
。

一

今
年
度
中
に
川
地
買
収
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

上
台
線
工
事
は
二
年
口
‥
に
入
っ
て
い

ま
す
。
完
了
し
た
ら
竹
ノ
内
線
を
央

施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
資
金
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
今
後

検
討
し
ま
す
。

築
舘
橋
ま
で
の
堤
防
腹
付
工
嘔
は
、

い
つ
ご
ろ
に
な
り
ま
す
か
。

一

国
が
管
理
し
て
い
る
分
は
終
了
し

て
い
ま
す
が
、
県
が
管
理
し
て
い
る

分
は
、
牛
沢
川
改
修
時
と
な
り
ま
す
。

行
政
全
般

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
、
移
動
公
民
館

の
開
催
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
技
で
開
催
し
た
歴
史
教
室
な
ど

は
好
評
で
し
た
か
ら
、
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



小
坂
地
区

安
心
な
暮
ら
し

板
橋
東
住
宅
団
地
内
に
防
犯
灯
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ほ
場
整

備
に
よ
っ
て
道
路
が
改
良
さ
れ
た
た

め
、
交
差
点
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

一
現
地
を
調
査
し
、
対
応
し
ま
す
。

な
お
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
交
対
協
を

通
し
て
申
請
番
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
順
次
、
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

上
京
川
橋
の
修
理
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
す
ぐ
に
行
い
ま
す
。

川
に
並
行
し
て
い
る
町
進
一
号
。
一

〇
五
九
号
、
子
ど
も
の
転
落
事
故
が

発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
な
ど
危
険
防
止
対
策
を
。

一

現
地
を
兒
た
上
で
判
断
し
ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備

町
進
一
〇
二
九
号
、
普
蔵
川
柵
ま
で

の
問
を
翻
装
し
て
く
だ
さ
い
。

一
ほ
場
整
備
で
拡
幅
、
付
け
直
し
た

道
で
す
。
ほ
場
整
備
事
業
に
は
舗
装

計
圃
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
と
協
議

し
て

み

ま
す
。

ほ
場
整
備
地
域
と
県
道
の
間
の
用
水

路
を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

一

県
道
南
側
の
用
水
路
は
県
と
協
議

し
、
ほ
場
整
備
関
連
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も

う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

快
適
な
環
境
づ
く
り

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
徹
収
猶
予

（
市
街
地
農
地
の
二
回
目
の
猶
予
）

に
つ
い
て
。

一
下
水
道
事
業
は
、
都
市
計
画
法
に

よ
る
市
街
化
区
域
の
生
活
環
境
整
備

事
業
と
し
て
、
国
や
県
の
補
助
を
受

け
て
整
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
区
城

内
に
あ
る
土
地
に
受
益
者
負
担
金
。

一
平
方
琵
あ
た
り
四
百
五
十
円
を
お

願
い
し
て

い
ま
す
。
市
街
化
区
妓
に

あ
る
農
地
な
ど
に
つ
い
て
も
、
町
土

地
利
用
計
両
に
よ
っ
て
、
で
き
る
だ

け
早
く
市
街
化
を
促
進
す
べ
き
も
の

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
二
回
目

の
猶
予
に
つ
い
て
は
、
一
回
目
の
猶

予
満
了
時
に
お
い
て
、
土
地
の
形
状

な
ど
を
確
認
し
、
判
断
し
た
い
と
思

い
ま

す
。

泉
田
か
ら
泉
田
線
（
住
宅
団
地
）
ま

で
の
道
路
を
舗
装
し
て
く
だ
さ
い
。

一
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
と
の
関

連
で
実
施
し
ま
す
。

泉
秀
寺
か
ら
東
、
高
速
退
路
ま
で
の

迫
路
改
良
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
集
会
所
建
設
も
予
定
し
て
い
ま
す

か
ら
、
そ
の
必
要
性
を
承
知
し
て
い

ま
す
。

町
進
一
〇
〇
二
号
は
。
道
路
上
を
水

が
流
れ
、
高
橋
永
治
さ
ん
宅
に
水
が

入
り
ま
す
。

一
現
地
を
調
査
し
た
上
で
、
工
法
な

ど
を
検
肘
し
ま
す
。

巾
川
原
な
ど
、
滝
川
改
修
で
用
地
買

収
さ
れ
た
の
に
、
草
刈
り
な
ど
は
地

元
で
し
て
い
ま
す
。

一
県
に
対
し
、
状
況
報
告
と
一
緒
に

事
業
の
促
進
を
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

行
政
一
般

前
田
集
会
所
に
机
が
ほ
し

い
の
で
す

が
。

一

地
区
集
会
所
の
備
品
は
、
地
Ｋ
で

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
利
用
で
き
る
机
が
あ
っ
た
と

き
は
お
譲
り
し
ま
す
。

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
購
入
し
た
い

と
訪
ね
て
来
た
人
が
い
ま
す
。
販
売

促
進
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

一

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
な

ど
、
完
売
を
目
指
し
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。



滝
山
町
営
住
宅
(
2
号
棟

)

入居者募集中

国
見
町
が
滝
山
地
内
に
建
設
を
進

め
て
い
た
滝
山
町
営
住
宅
（
２
号
棟
）

の
本
体
工
事
が
完
了
し
、
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
滝
山
住
宅
は
昨
年
の
三
月

か
ら
、
町
が
国
の
補
助
を
受
け
て
建

設
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
二
Ｄ
Ｋ
（
和

室
二
室
・
台
所
・
食
事
室
・
ト
イ
レ
・

浴
室
）
が
四
世
帯
ご

二
Ｄ
Ｋ
（
和
室

二
室
・
洋
室
一
室
・
台
所
・
食
事
室
・

ト
イ
レ
・
浴
室
）
が
八
世
帯
、
合
わ

せ
て
十
二
世
帯
が
入
居
で
き
ま
す
。

ス
ロ
ー
プ
付
き
の
階
段
な
ど
も
取

り
入
れ
、
お
年
寄
り
や
障
害
を
持
つ

人
に
も
や
さ
し
い
気
配
り
を
し
た
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
の
住
宅

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
各
世
帯
ご
と
の

物
置
や
駐
車
場
。
共
同
の
駐
輪
場
も

備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
入
居
資
格
…

・
同
居
親
族
が
あ
る
方
、
ま
た
は
婚

▲ダイニングキッチン、和宣

間 取 図

1階　　　　 ２ＤＫ（上 ）

2 階 ・3 階　3DK  ( 左 ）



約
関
係
に
あ
る
方

・
月
収
（
前
年
の
所
得
額
か
ら
定
め

ら
れ
た
控
除
額
を
差
し
引
い
た
額

を
十
二
で
剛
っ
た
額
）
が
。
ニ
ト

万
円
以
下
の
方

・
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

・
以
上
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

▼

家

賃

・
・
・

月
収

に
応

じ
て
決

ま

り
ま
す

。

・

。一
Ｄ

Ｋ

（
一
階

）
・
・
こ
一
万

五
千

二

百
円

～
四
万

二
千

円

・
三
Ｄ

Ｋ

（
二

二

二
階

ご

：
二
万
九

千

四
百
円

～
四
万

八
千

七
百

円

▼

敷

金

・
・
・

家
賃
の
三
か
月
分

▼

そ

の

他

・
・

駐
車
場
使
用
料
、
共
益
費
を
負
担

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申

込
方

法
・
：

建
設
課
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
酋
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
関
係
書
類
…

・
市
町
村
長
が
発
行
す
る
所
得
証
明

書
・
人
居
希
望
す
る
全
貝
の
住
民
票

▼
申

込
期

限
・
：

三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で

★
問
い
合
わ
せ

建
設
課

管
理
係

ｎ
（
５
８
５
）
2
9
7
2

▲和室

▲ ダイニン グキッチン

第14

回統一地方選挙
県議選は４月11日

町議選は４月25日

全
国
の
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議

員
な
ど
が
Ｅ
月
か
ら
五
月
に
任
期
満

了
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の

逸
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
、
四
月
十
一
日
に

県
議
会
議
員
、
四
月
二
十
五
日
に
市

町
村
議
会
議
員
の
遇
挙
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
統
一
地

方
選
挙
は
、
住
民
の
逸
挙
意
諏
の
高

揚
や
選
挙
嘔
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
に
期
日
を
統
一
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
国
見
町
で
は
、
福
島
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
と
国
兄
町
議
会
議
艮

一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
福
鳥
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

四
月
二
日
（
金
）
告
示

四
月

十
一

囗
（
日

）
投

票

（
伊
達

郡

選
挙
区

定
数

四
人

）

・
国
見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

四
月

二
ｔ

日
（
火

）
告
示

四
月

二
十

五
日

（
日

）
投
票

（
定

数
二

十
人

）

匡
見
町
朗
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

町

選

挙
管
理

委
貝

会
で

は
、
町

議

会
議

員

一
般
選

挙
の

立
候

袖
予
定

者
、

ま

た
は

そ
の
代

理
人

を
対
象

に

、
次

の
日

程
で

立
候

補
の

届
出

、
逃
挙

公

営
制

度

、
選
挙

運
助

の
概

要
な

ど
に

つ

い
て

の
説
明

会
を

閧
催
し

ま
す

。

▼
日

時
・：
三
月

二
十

四
日
（
水

）

午

後

一
時

三
十

分
か
ら

▼
鳩

所
・
・・
観

月

台
文
化
セ
ン
タ
ー

候
補
者
や
後
援
団
体
の

禁
止
事
項

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
候
補
者
な

ど
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、

あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
名
義
で
あ
っ

て
も
選
挙
区
内
の
者
に
寄
付
を
す
る

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
。

今
回
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
選
挙
日
の
九
卜
凵
的
か
ら
逸

挙
日
ま
で
の
問
、
次
の
φ
項
が
禁
虍

さ
れ
ま
す
。
選
挙
口
の
九
十
日
的
と

は
、
県
議
選
に
つ
い
て
は
一
月
卜

‘

囗
か
ら
、
町
鰍
選
に
つ
い
て
は
一
月

二
十
五
凵
か
ら
で
す
。

▼
禁
止
事
項
・：
◇
後
援
団
体
の
般
立

の
目
的
に
よ
り
行
う
事
業
に
関
す
る

寄
付
で
、
遇
挙
区
内
の
者
に
寄
付
を

行
う
こ
と
◇
い
か
な
る
人
も
後
援
団

体
の
行
う
事
業
に
お
い
て
．
供
応
接

待
を
し
た
り
、
金
品
ま
た
は
記
念
品

そ
の
他
の
物
品
を
供
与
す
る
こ
と
◇

候
補
者
な
ど
が
後
援
団
体
に
寄
付
を

す
る
こ
と
▼
政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー

掲
示
…
政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
さ

れ
る
候
補
者
な
ど
の
氏
名
や
そ
の
氏

名
が
わ
か
る
事
項
を
表
示
す

る
ポ
ス

タ
ー
、
後
援
団
体
の
政
治
活
助
用
ポ

ス
タ
ー
な
ど
は
．
選
挙
口
の
六
か
月

前
か
ら
選
挙
区
内
に
掲
示
す
る
こ
と

が
禁
一

さ
れ
ま
す
．

★
問

い
合
わ
せ

国
兄
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ｇ
（
５
８
５
）２
1
1
1



1月の

ｸﾞﾗ ﾋﾞｱ

八
月
を
忘
れ
な
い

一
月
二
十
二
日

。
福
島
工
亭
亭
務

所
が
取
り
組
む
「
阿
武
隈
川
平
成
の

大
改
修
」
の
脱
明
会
が
森
江
野
町
民

セ
ン

タ
ー
で
需
催
さ
れ
ま
にｙ
た
。
説

明
会
で
は
冨
永
町
長
が
「
豪
雨
災
客

を
防
ぐ
た
め
に
国
見
町
や
福
島
市
が

阿
武
隈
川
の
改
修
を
堵
汲
省
に
働
き

か
け
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
霄
体
的

な
説
明
が
あ
り
ま
す
。
計
面
通
り
こ

の
亭
冥
が
進
め
ら
れ

、
安
心
し
て
馨

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
一
歩
と
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
説
明

の
後
、
参
諂
’９

か
ら
は
活
発
な
賢
司

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
の

心
を
届
け
ま
し
た

一
月
一
日

。
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄

り
に
手
作
り
の
年
貿
状
が
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
の
日
亦
舉
仕

団
が
囿
’内

の

七
十
峨
以
上
の

一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
に
毎
年
届

け
て
い

る
事
業
で
す
。
齊
藤
武
男
さ
ん
宅
に

は
、
富
永
网
艮
と
民
生
委
目
の
吉
田

稔
さ
ん
、
安
田

節
子
さ
ん
が
訪
れ

。

ウ
サ
ギ
の
切
り
絵
と
年
賀
状
、
そ
し

て
手
作
り
の
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
を
手

渡
し
て
「
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
」
と

激
励
。「
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
頑
張
り
ま
す
」

と

竇
陬
さ
ん
。

新
し
い
農
業
目
指
し
て

国
見
町
の
認
定
農
業
者
会
の
農
政

懇
談
会
が

一
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
佐
藤
洋
一
会
長
が
「
興
業

も
世
界
を
相
手
に
し
て

い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
で
す
。
有
意
義
な

懇
談
会

に
し
ま
し
ょ
う
’一
と
あ
い
さ

つ
。
会
目
で
花
き
栽
場
を
し
て
い
る

佐
藤
武
さ
ん
の
体
験
発
表
に
加
え
。

町
内
で
中
華
料
理
店
を
富
む
玉
手
輿

司
さ
ん
が
経
営
学
に
つ

い
て
も
講
義

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
行

わ
れ
た
！

談
会
で
は
、
冨
永
町
長

を
交
え
て
新

し
い
農
業
経
富
に
向
け
た
活
発
な
憲

見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た

。

人
権
擁
護
委
員
に
中
野
さ
ん

目
見
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
中
野

孝
雄
さ
ん
が
再
任
さ
れ
、
一
月
十
一

日
に
委
嘱
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た

。
人
権
擁
護
蚕
目

は
、
人
権
擁
護

に
特
に
理

解
の
あ
る
人
を
町
が
町
議

会
の
同
意
を
得
て
法
務
大
臣
に
推
せ

ん
し

。
法
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
委
員

で

、
基
本
的
人
権
を
侵

す
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
ら
を
監
視
し
た
り

。
敦
済

し
た
り
す
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
委
員
で
す
。
相
談
ご
と
の
内
容
は

秘
密
と
さ
れ
ま
す
。

▼
連
絡
先
…
中
野
孝
鑓
さ
ん

・
自
宅

い`（
５
８
５
）
4
2
9
8



保育所の 子どもたち

やさしい心

卜
二
月
に
行
わ
れ
た

。
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
慰
労
会
で
は
、
子
供
た

ち
み
ん
な
が
、
と
て
も
責
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
。

慰
労
会
の
前
に
、
お
年
寄
り
に
食

べ
て
い
た
だ
く
も
ち
を
町
長
さ
ん
や

日
赤
奉
仕
団
の
方
々
と
一
緒
に
つ
き

ま
し
た
。
今
で
は
珍
し
い
き
ね
と
う

す
を
使
っ
て
の
も
ち
つ
き
は
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
こ
と
で

大
嶌
び
で
し
た
。

慰
労
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
練
習
し

て
き
た
リ
ズ
ム
劇

’
ね
ず
み
の
嫁
入

り
』
を
披
露
し
、
た
く
さ
ん
の
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お

年
寄
り

‥
人
ひ
と
り
に
花
の
鉢
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
子
供
た
ち
が
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
る

の
だ
と
い
っ
て
、
思
い
思
い
の
絵
を

描
き
あ
げ
た
、
三
色
す
み
れ
が
か
わ

い
い
花
を
つ
け
て
い
る
鉢
で
す
。
そ

し
て
最
後
は
、
お
年
寄
り
の
方
々
と

’
緒
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
り
、
お
話
を

し
な
が
ら
、
あ
ん
こ
も
ち
や
お
雑
煮

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
子
供
た
ち
は
、
思

い
や
り
や
助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
知
っ
た
よ
う
で
す
。
核
家
族
が
増

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
追
わ
れ
て

い
る
今
、
今
回
の
よ
う
な
交
流
を
通

し
て
、
相
手
を
気
遣
う
や
さ
し
い
心

を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
藤
田
保
育
所
長
　
木
口
絹
子
）

まち再

発見

くにみの

民話かるた

こ
れ
は
、
石
毋
田
と
大
木
戸

の
お
話
で
す
。

昔
、
遠
く
へ
旅
す
る
人
々
が

使
っ
た
道
は
．
山
の
峰
や
そ
の

近
く
を
つ
な
い
だ
も
の
で
、
こ

の
辺
り
の
道
は
、
安
達
太
良
、

吾
妻
の
中
腹
を
横
切
り
．
茂
庭
．

半
ｍ

山
．
鳥
取
．
厚
樫
と
山
の

中
を
通
る
上
街
道
と
呼
ば
れ
る

迫
が
そ
れ
だ
っ
た
そ
う
で
す
．

川
に
阻
ま
れ
ず
に
歩
け
る
利
点

は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
さ

ぞ
た
く
さ
ん
の
難
所
が
あ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
．

石
母
田
に
あ
る
牛
石
は
、
そ

ん
な
難
所
か
ら
転
げ
落
ち
た
牛

が
石
に
な
っ
た
も
の
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
脱
に

は
、
用
明
天
皇
の
母
君
が
こ
の

地
を
通
り
か
か
ら
れ
た
と
き
に

産
気
づ

か
れ
、

お
産
を

な
さ

っ

た
、
そ

の
時

に
乗
っ
て

こ
ら

れ

た
牛
が
石

に
な

っ
た

も
の
、

と

い
う
伝

承
で
す

。
と

も
か
く

古

く
か

ら
親
し
ま

れ
て
き

た
牛

の

形
の
石

で
す

。

転
げ

た
石

と

い
え

ば
、
明

治

卜
九
年

ご
ろ

、
東
北

本
線

の
敷

設
の

際
、
大

木
戸

近
辺
の

弯
年

た
ち

が
「

厚
樫
山
の

頂
上

に
あ

っ
た

大
き
な
石

を

転
げ
落

と
し

て
ほ

し

い
」
と
頼

ま
れ
た

こ
と

が
あ

っ
た
そ

う
で

す
。
そ

の
石

た

ち
が
止

ま
っ
た

上
の
方

に
線

路

を
敷

い
た
そ

う
で
、

落
石
を

沸

ま
せ
た

と

い
う
こ
と
で

し
ょ

う

。『
日
当

も
ら
っ

て
の
石

落

と

し

は
。
お
も
し
ぇ

か
っ

た
ぞ

い
』

と

は
、
古

老
た

ち
が
よ

く
語

っ

て

い
た

話
だ
そ

う
で
す

。

上
街
道

こ
ろ
げ
た

牛

は

石
に
な
り



地
域
振
興
券

国
見
町
は

３
月
1
0日
か
ら
交
付
し
ま
す

◆地域振興券の概要

この事業は、15 歳以下の子どもを持つ家庭と一定の条件に骸当する高齢者などを対象に、

一人あたり２万円の「地域振興券（商品券）」を支給する事業です。地域振興券は、国見町

が発行し、事務経費を含め国が負担します。額面は千円、使用期限は交付開始日から半年間

です。換金や流通は禁止され、国見町内の登銀店舗での使用となります。

◆目的

子冐て支援と老齢福祉年金などの受給者や高齢者層の経済的負担を少なくするため。対象

茜に２万円の地域振興券を交付し、地域の振興に役立てるものです。

◆対象者

平成11 年１月１日に国見町に住んでいる方で、次のいずれかに咳当する方。

①15 歳以下（昭和58 年１月２日以偉生まれ）の子どもを持つ世帯主

②次の年金、手当の受給者など

老齢福祉年金、障害基礎年金．遺族基礎年金、児齧扶養手当、特別児ｌ 扶餮手当、

葡別障害者手当、障害児福祉手当、襴祉手当、原爆被爆者諸手当

③生活保護の被保護者、社会福祉施設への入所者など

④６５歳以上（昭和９年１月１日以前生まれ）で、平成10 年度分の町民税が非課税の方

年金の種類、所得、扶養などの状況により、該当しない場合があります。また、（X

と④は昨年実施した臨時福祉特別給付金の受 給要件と同じです。

◆交付額

対象者一人につき２万円

◆使用方法等

(!)発行は国見町

②千円券か２０枚。物品の購入、借り入れ、役務の提供、取り引きの対価の支払いとして

使用可能。つり 銭は支払われません。

(l)使用できるのは、国見町内の特定事業者が営業する店舗で、町が交付するポスターを掲

示している店舗

卜使用できる例

商店などでの物品隰入、飲食店、クリーニング店、理容・美容店、旅綰、医療など

の各樋サービス、運瞭葉、通信業など

卜 便用できない例

国や地方公共団体への支払い. ＮＨＫ受侶料・電気・ガス料金の支払い. 商品券・ビ

ール券・宝くじ 一切手・テレフォンカードの購入、パチンコや公糞ギャンブルなど

④便用朋間は交付開始日から６か月間

⑤交換や譲渡、転売はできまtきん．また．交付さ れた本人、あるいはその代理人以外は便

用できません．

◆交付閥始日・交付手続き

①交付関始時期は、３月１０日(水)から

②地域振興券の申請手硫きや交付などの畔細については、対象見込みの方に３月上旬まで

に郵便でお知らせします。

★問い 合わせ　企画商工課 企画商工係　 谷 ( 585  ) 2927

取扱店(特定事業者)を募集しています

地域振興券を使用できるのは町内

のお店や事業所ですが、取扱店（特

定事業者）として国見町に登録する

ことが必要です。

そこで、町では取扱店を募婁して

います。登録を希望する串茣者は企

画商工謀までお申し込みください。

◇髫鰻できる業種

小売業、飲食葉、クリーニング業・

理容集・旅館 ・医療など の各稈サー

ビ ス葉、運 輸業、通信藥など



保健だより

鰰 嶼 零厂即 係 暑 ( 585 )‘２７厥

献血は心と体のハーモニー

３月５日は

国見町の献血の日です

国見町役場　　　午前９時～午前11 時３０分

睦商会前　　　　正午～午後１時

福梁製作所前　　午後２時15 分～午後３時15 分

福信国見支店前　午後３時30 分～午後５時

育　児　教　室

該　　 当　　 幼　　 児 � 実　 施　 日 � 受　 付　 時　 間 � 場　　 所

平成10 年 ９ 月～

平成10 年10 月生まれの乳児 �
４ 月２ 日(金) �午後 １時30 分～ 午後２ 時 �観月台文化センター

第 １和室

☆身長・体麗測定，離乳食．予防 撞橿などについ て

☆母子手帳を忘れずに

乳　児　健　診

骸 ‘当　　 乳　　 児 � 実　施　日 � 受　付　時　間 � 場　　 所

・3か月児（平成10年12月生まれ）

・9か月児（平成10年６月生まれ） �
４月22日(木) �午後１時30 分～午後２時 �観月台文化センター

第１和室

☆医師の指切 ．身長・体重測定 ，潤乳 ，離乳，家族計画などについて

☆母孑手頓を忘れずに

健
康
管
理
世
帯
台
帳
に
つ
い
て

町
で
は
。
み
な
さ
ん
が
心
豊
か
で
健
康
な
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
基
本
健
康
診
査
を
は
じ
め
。
各
稙
が
ん
検
診
な
ど
の
健
康
づ

く
り
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
１１
年
度
の
事
業
推
進
に
向

け
て
、
町
の
各
種
検
診
の
希
盟
の
有
無
を
把
握
す
る
た
め
、
全
世

帯
の
方
に
健
康
管
理
世
帯
台
帳
へ
の
記
入
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

記
入
用
紙
に
つ
い
て
は
。
地
区
の
母
子
保
健
推
進
昌
を
通
じ
て

配
布
。
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
受
診
希
盟
の
有
無
を
は
っ
き
り

記
入
の
上

。
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
粉
症
っ
て
な
ぁ
に
？

あ
る
日
、
突
然
発
症
す
る
こ
と
も
あ
る
花
粉
症
。
花
粉
症
と
は
。

花
粉
が
た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
る
時
期
に
、
鼻
や
目
の
症
状
、
と
き

に
は
、
の
ど
、
皮
膚
な
ど
全
身
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
る
婀
気

の
こ
と
で
す
。

特
に
、
も
っ
と
も
多
い
ス
ギ
花
粉
症
で
は
、
お
も
に
鼻
水
。
輿

づ
ま
り
。
く
し
ゃ
み
、
目
の
か
ゆ
み
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

み
ら
れ
ま
す
。
花
粉
の
飛
び
散
る
量
は
そ
の
年
々
で
異
な
り
ま
す

が
、
ス
ギ
花
粉
は
気
歌
に
影
響
さ
れ
や
す
く
。
前
年
の
夏
の
気
温

が
高
く
。
湿
度
が
低
い
と
翌
年
の
花
粉
の
Ｉ
が
多
く
な
り
ま
す
。

２
月
に
あ
た
た
か
い
日
が
続
く
と
飛
び
は
じ
め
、
天
気
の
よ
い
風

の
あ
る
日
は
特
に
た
く
さ
ん
飛
び
散
り
ま
す
か
ら
、
ご
注
意
を
。

花
粉
堽
は
自
然
に
治
る
と
い
う
こ
と
は
ま
れ
な
の
で
。
花
粉
症

の
人
は
そ
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
を
控
え
る
。
特
に
ス
ギ
林
の
多
い
郊
外
は
票
物

。
外
出
時
に
は
、
マ
ス
ク
や
め
が
ね
を
着
用
す
る

・
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
洗
眼
。
う
が
い
、
よ
く
鼻
を
か
む

ど
う
し
て
も
ひ
ど
い
場
合
は
、
医
師
の
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。



いんふぉ
め～しょん

募
集
・
催
し

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

女

性

の

た

め

の
講
習
会

Ｐ
Ｏ
Ｐ

ラ
ッ
ピ
ン
グ
講
習
会

▼
内
容
・：
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告

が
描
け

る
ホ
ッ
プ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
販

売
に
欠
か
せ
な
い
お
し
ゃ
れ
な

包
装
の
セ
ン
ス
を
学
び
ま
す
▼

期
間
・
時
川
：
’四
月
八
日

か
ら

六
月

二
十

八
日

ま
で

の
毎
週

月
・
木

曜
日
（
祝
Ｈ
を
除
く
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
三

時
三
十
分
ま
で
▼
珊
所
…
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
（
県
庁

東
分
庁
舎

）
▼
定
員
…
二
十
人

（
就
職

希
望
の
女
性
で
全
期
間

出
席
で
き
る
方
）
▼
受
講
料
…

無
科

（
教
材
費
は
自
己
負
担

）

▼

申
込
方
法
…
三
月
十
六
Ｕ
と

十
七
日

（
午
前
十
時
か
ら
午

後

四
時

ま
で
の
聞
）
に
、
女
性
就

業
援

助
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
。
電
話
申
し
込
み
は
受
け

付
け
ま
せ

ん
。

簿
紀
講
爾
会

▼
内
容
…
日
商
簿
記
三
級
検
定

試
験
の
合
格
を
目
指
し
ま
す
▼

期
閥
・
時
間
・：
四
月
十
三
日

か

ら
六
月
四
日
ま
で
の
毎
週
火

‘

水
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
三

畤
二

十
分
ま
で
▼
場
所
・：
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
（
県
庁

東
分
庁
舎
）
▼
定
員
…
ニ
ト
四

人
（
就
職
希
望
の
女
性
で
全
期

間
出
席
で
き
る
方
）
▼
受
講
料

・：
無
料
｛
教
材
費
は
自
己
負
担

｝

▼
申
込
方
法
…
三
月
一
不

四
日

と
二
Ｆ
五
日
（
午
前
十
時

か
ら

午
後
四
時
ま
で
の
問
）
に
、
女

性
就
業
扱
助
セ
ン
タ
ー
で
受
け

付
け
ま
す
。
電
話
巾
し
込
み
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

★
問
い
合
わ
せ

県
女
性
股
業
援
助
セ
ン

タ
ー

ｎ
（
５
２
１

）
7
7
4
０

表
示
登
記

無
料

相

談

会

福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

福
鳥
支
邸
で
は
、
表
示
登

記
の

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
柵
談
内
容
…
建
物
の
新

築
・

増
改
築
、
土
地
の
地
目
変
更
、

上
地
の
分
箪
・
合
筆
、
境
界
が

不
明
な
ど
、
土
地
や
建
物
の
調

査
、
測
皿
、
登
記
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
▼

期
日

と
会

場
…
◇
四
月
三
日
（
上
）

…
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

午

前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
◇

四
月
三
日
（
土
）
・：
福
島
市
市

民
会
館

午
前
十
時
か
ら
午

後

三
時
ま
で

★
問
い
合
わ
せ

土
地
家
屋
綱
査
士
会

一`
（
５
３
１
）
０
9
8
6

あ
な
た
の

家
計
簿

生
活
設
計
体
験
談

家
計
簿
を
つ
け
始
め
た
き
っ

か
け
、
家

計
簿
を
つ
け
た
こ
と

に
よ
る
生
活
の
変
化
、
生
活
設

計
を
た
て
る
上
で
の
苦
心
、
ア

イ
デ
ィ
ア

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
．

▼
原
稿
◇
本
文
・：
四
百
字
詰
め

原
稿
川
紙
五
枚
以
内
◇
添
付
す

る
も
の
…
家
計
簿
体
験
談
に
は

支
出
内
訳
表
、
生
活
設
計
体
験

談
に
は
設
計
表
（
期
間
は
自
由
）

◇
記
載
事
項
…
住
所
、
氏
名
、

年
齢
．
電
話
番

号
、
職
業
．
封

簡
に
は

『
家
計
簿
生
活
股
肝
体

験
談
』
と
明

記
▼
募
集
期
限
・：

二
月
二
十
八
日

ま
で
▼
表
彰
…

特
賞
（
五
編
・
賞
金
十
万
円
）

優
秀
賞
（
卜
爾
・
五
万
円
）
な

ど
．

★
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

〒

９

６

０

－
8
6
7
0

福

鳥

県

県

民

生

活

課

｀
‘（
５

２

－

）
７

－

８

０

お
知
ら
せ

土
地
取
引
の

届
け
出

国
七
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

お休みの日でも、時間外でも、「自動交付機」で、

「住民票」「印鑑証明書」の発行ができるようになりました。

町では、２ 月10 日 から自動交付システムを導入し、住民票と印鑑証明書の自動発行を始めました。

町民カードで勤務時間や休日を気にしなくてもいい、一歩先ゆくサービスです。

設置場所と利用時間

・町 役場（１階住民課窓口 ）

月曜 日～金曜日…………午前８時30 分～午後 ６時

土曜 日・日曜日・祝日…午 前８時30 分～午後 ５時

・観 月台 文化センター（１階ロビ ー）

月曜 日～金曜 日…………午 前８時30 分～午後 ９時

土曜 日・日曜 日・祝日…午 前８時30 分～午後 ５時

※休業日…12 月29 日～１月３日、休館日

町民 カ ード

自働交付榎は、饋行など金融機閥にある現金

自勳支払榎と同じ仕組みの機械です。ですから、

この交付檎を利用するときは、一人ひとり専用

のカード、「町民カード」が必要です。町民カ

ードの交付手散料は無料、発行手練きは住民訊

戸籍住民係で受け付けています。

★問い合わせ 住民課戸籍住民係 魯(  585  ) 21 15



小作料の標準額が変わります

平成11 年４ 月から．町の小作料楾準饋が変わります．

ｒ 農地の種別・　区分 ��収量 � 小作料 １

田 �

平たん部（上地区）�510 �26.80円

�・（中地区） �450 �21 . 0円

�・（下地区） �390 �15.80円

１　　　 畑 ��標準額を定めない

★間い合わせ 農業委員会　 Ｓ(S85)2き９0

年金教育資金貸付け

融 資 額 厚生年金の方…100 万円以内　

国民年金の方…50 万円以内

融資利率 年2.3 %

返済期間　 ８年以内（在学期間内は据置）

★申込み・閠い合 わせ

櫓鳥県年金橲祉協会　0  (  )  11

2月は省エネ月間

毎年２月はr 省エ ネルギー月間J です．立春を遇ぎ

日照時間も少しずつ長く なりますが． まだまだ暖房を

止めることはできませんね．

でも．例えばエアコンの胤瘤を｜℃下げると燃科費

が10 ％、コタツは毛布を 瘋ねると15 ％の電 気が節約

できます．

水族みんなで霤工滲に気を配りまし よう．

★閥い合わせ 東北電気保安協会0  ( 55 の 2161

売
買
な
ど
の
届
け
出
制
度
が
変

わ
り
ま
し
た
．

一
定
面
積
以
上
の
ｔ
地
収
引

を
行
う
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
は

売
買
な
ど
の
契
約
的
に
そ
の
届

出

が
必
要
で
し
た
が
．
平
成
十

年
九
月
か
ら
、
契
約
綿
紡
後
二

週
間
以
内
に
買
い
ｔ

が
上
地
の

利
川
目
的
や
取
引
価
格
な
ど
を

市
町
村
を
経
由
し
て
知
嘔

に
届

け
出

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．

▼
一
定
面
積
・
：
市
街
化
区
域
で

は
二
千
平
方
μ

以
上
．
市
街
化

区
峨
以
外
の
祁
市
計
画
区
域
で

は
五
千
弔
方
口
以
上
．
都
市
計

一

区
域
外
で
は
一
万
平
方
μ

以

ｋ

▼
‥初
出
の
必
要
な
土
地
取
引

…
ｔ

地
の
売
買
、
交
換
、
共
有

持
分
の
譲
波
、
譲
渡
担
保
．
代

物
弁
沸
、
一
時
金
の
生
じ
る
貧

貸
借
契
約
な
ど
で
す
．

ま
た
、

こ
れ
ら
取
引
の
予
約
契
約
を
し

た
場
合
も
同
じ
で
す
．

★
問
い
合
わ
せ

・
柵
鳥
県

土
地
調
整
課

ｎ
（
5
2
1
）
７
１
２
５

・
国
見
町

企
画
商
工
課

公
（
５
８
５
）
2
9
2
7

均

等
法

育

児
介
護

休

業
制
度

が

変
わ
り
ま
す

▼
男
女
厦
用
機
会
均
等
法
…
働

く
女
性
が
性
に
よ
っ
て
差
別
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
能
力
を
卜
分

に
発
猟
で
き
る
雇
用
環
境
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
働
き
な
が

ら
安
心
し
て
出
産
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
に
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
改
正
さ

れ
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
募
集
、
採
川
、
配
置
。

昇
進
、
福
利
厚
生

。
定
年
、
解

凧

。
セ
ク
（

ラ
な
ど
の
女
性
差

別
が
す
べ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

▼
育
児
・
介
護
休
業
制
度
…
核

家

族
化
に
加
え
、
少
子
化
や
高

齢
化
が
進
む
中
で
。
育
児
や
介

護
の
問
題
は
。
労
働
者
が
仕
事

を
続
け
て

い
く
上
で
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
育
児
・

介
護
休
業
法
に
よ
り
、
す
べ
て

の
事
業

所
で
働
く
男
女
労
働
者

は
。
子
供
が
一
歳
に
違
す
る
ま

で
膏
児
休
業
を
収
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。
ま
た
、
介
護
休
業
制

度
は
四
月
一
日
か
ら
、
す
べ
て

の
企
業
で
義

務
化
さ
れ
。
介

護

が
必
要

な
家
族
の
た
め
に
、
家

族
一
人

に
つ
き
三
か
月
を
限
度

と
し
て
休
業
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

労
働
省
柵
鳥
女
性
少
年
室

ｎ
（
５
３
６
）
４
6
0
9

交

通

遺

児

後

遺

障

害

者

援
助

交
通
潭
児
育
成
資
金

交
通
事
故
で

保
護
者
を
な
く

し
た
中
学
生
以
下
の
’ｒ

供
に
無

利
子
で
資
金
を
貸
し
付
け
る
制

度
で
す
。
▼
対
象
者
・：
Ｏ
賎
か

ら
中
学
校
卒
業
ま
で
の
遺
児
▼

申
込
者
・：
遺
児
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者
▼
貸
付

金
額
◇
一
時

金
・：
十
五
万
四
千
円
◇
毎
月
・：

一
万
九
千
円
◇
入
学
支
虞
金
・：

小
中
学
校
入
学
時
に
四
万
四
千

円
▼
貨
付
期
間
…
貨
付
が
決
定

し

た
月
か
ら
中
学
卒
業
の
月
ま

で
▼
利
子
…
照
利
子
▼

返
済
方

法
・：
二
十
年
以
内
の
均
番
払

い

▼

返
済
時
期
・：
中
学
卒
業

後
。

一
年
据
え
置
い
て
か
ら
返
済
▼

返
沸
猶
予
・：
高
校
、
大
学
の
在

学
中
は
猶
予
し
ま
す
。

後
進
障
害
者
介
護
料

交
通
事
故
で
せ
き
髄
や
頭
部

に
損
傷
を
受
け
、
常
に
介
繊
を

必
嬰
と
す
る
重
度
後
遺
障
害
者

を
抱
え
る
家
族
に
介
護
料
を
支

給
す
る
制
度
で
す

。
▼
対
象
者

…
脳
損
傷
や
せ
き

髄
損
傷
で
手

足
の
マ
ヒ
や
精
神
陣
害
が
Ｅ
か

月
以
上
続
き
常
に
介
護
が
必
贇

’

な
方
▼
支
給
額
：
一
口
額
四
千
五

百
円
ま
た
は
二
千
二
百
五
十
円

▼
支
払
期
閥
…
認
定
受
付
日
か

ら
支
給
嶇
由
が
な
く
な
る
ま
で
。

★
問
い
合
わ
せ

自
動
眼
丿
故
対
策
セ
ン
タ
ー

福
島
支
所

ｎ
（
５
２
２
）
6
6
2
6

再
就
職
希
望
登
録
者

支
援
事
業

再
就
職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者
…
出
産
、
育
児
、
介

駿
を
理
由
に
退
職
し
、
再
就
職

を
希
望
す
る
方
▼
手
続
き
：
ｉ

世
紀
職
業
財
団
に
登
録
票
を
提

出
▼
有
効
期
間
…
四
年
間
▼
支

準
：
◇
再
就
職
愉
報
紙
の
送
付

◇
佃
別
相
談
◇
教
育
訓
練
費
の

割
引
◇
登
録
者
同
士
の
交
流
会

★
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

創
世
紀
職
業
財
団
福
鳥
事
務
所

ｇ
（
５
２
２

）
3
0
3
0

3月の心配ごと相談

5  日  出　 唸14
山崎 ヤイ14

15日 出 霹 第
石黒さよ1!,4

2ｓ日涓｝ 八魯 忠一f4
小西 絹子,４

●心所 設 場 ( 2 )

●崎間 午繭９畤－£午

人口と世 帯

人口１月１日現在
男　5.506 人(  ｰ 3 )
女　5.905 人(  ｰ 8 )
計11.41  1 人（－ｌｌ）

出 生 ７人 死亡 １５人
転 入１７人 転出 ２０人

世 帯

3｡13  ?  世 帯 (･4-２）

誕
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生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)

魯(  585 ) 2676 FAX  ( 585 ) 2707

今
年
も
好
評

孫
育
て
学
級

公
民
館
主
催
の
『
孫
育
て
学
級
』

が
一
月
十
二
日
、
小
坂
中
央
集
会
所

で
開
講
し
ま
し
た
。
こ
の
学
級
は
。

家
庭
教
育
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
孫
を
預
か
る
祖

父
母
が
時
代
の
流
れ
に
添
っ
た
養
育

を
、
自
信
を
持
っ
て
で
き
る
よ
う
に

と
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
数
日
前
か
ら
降
り
続

い
た
曾
の
た
め
に
四
十
惣
を
越
す
積

雪
。
こ
の
中
を
十
八
人
も
の
方
が
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
五
人
、
受
講
生
と
一

緒
に
除
雪
作
業
や
会
場
づ
く
り
を
手

伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
学
習
は
「
孫
と
一
緒

に
‘
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て

孫
に
聞
か
せ
る
『
く
に
み
の
民
話
』

や
孫
と
一
緒
に
遊
べ
る
折
り
紙
な
ど

を
行
な
い
ま
し
た
。
講
師
は
、
福
島

子
ど
も
の
本
を
ひ
ろ
め
る
会
の
貴
任

者
で
あ
り
、
日
本
折
り
紙
協
会
の
講

師
で
も
あ
る
内
池
和
子
さ
ん
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
国
見
町
の
各
地
区
に

ま
つ
わ
る
民
話
を
聞
い
た
り
。
す
い

す
い
飛
ぶ
紙
飛
行
機
や
ハ

タ
ハ

タ
羽

を
勵
か
す
ツ
ル
、
お
し
や
ベ
リ
カ
ラ

ス
な
ど
を
童
心
に
返
っ
て
夢
中
で
折

っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
二
時
間

は
あ
っ
と
い
う
閥
に
過
ぎ
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
学
習
は
「
家
族
愛
‘

と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。
講
師
は
伊

達
公
民
館
長
の
大
槻
太
先
生
で
す
。

持
ち
前
の
ユ
ー
モ
ア
と
説
栂
力
の
あ

る
語
り
囗
で
孫
と
祖
父
母
と
の
関
わ

り
方
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
の
役
剛

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

第
三
回
目
は
「
孫
と
一
緒
の
健
康

体
操
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
健
康
体

操
指
導
士
の
鈴
木
敬
子
先
生
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
孫
育
て
学
級
は
好
評
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

汗
ま
み
れ
に
　
　
　

ミ
ニ

サ
ッ

カ
ー
教
室

公
民
館
主
催
の
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
教

室
が
一
月
十
七
日
と
二
十
四
日
の
二

回
、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
室
は
、
子

ど
も
た
ち
の
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り

と
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
向
上
と
普
及
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
町
内
の

小
学
生
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
の
霊
山
町
立
大
石
小
学
校
の

穐
山
俊
之
先
生
か
ら
、
バ
ス
や
ド
リ

ブ
ル
、
ポ
ー
ル
キ
ー
プ
の
仕
方
な
ど

基
本
的
な
技
術
を
ゲ
ー
ム
形
式
で
指

導
を
受
け
た
後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
行

い
、
参
加
し
た
ｙ

ど
も
た
ち
は
、
汗

ま
み
れ
に
な
っ
て
一
生
懸
命
プ
レ
ー

し
ま
し
た
。

新生 活運動にご 協力く ださい

◇結婦 披露宴は簡素にし、会費制としましょう。

会費は１万円な内とし、引出 勧は自粛し ましよう。

◇お見舞いは3 千円以内とし、快気観いは自粛しま

しよう。

Ｑ魯典は ２千円以内とし、お返しは自 粛しましょう。

国見町新生活運輿推遭委鼻會



観月台 文化情報

3月14日(日)

谷津三雄　健康講演会

｢死ぬ まで元気に生 き、

元気に死のう」

・ 午後１時30分～　 入鳩無料

岡い皀わせ●●●埀富事冒・ 文･ 一 0  (  当 )  2376

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

手

話

を

学

ぶ
．

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
基
礎
講
座
が

一
月

一
。十
一
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、

二
十
二
名
が
手
話
を
学

び
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は

、
障
害
者
の
日
常
生

活
の
困
難

さ
を
理

解
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
助

の
き

っ
か
け
に
し
て
も

ら

お
う
と
開

か
れ

ま
し
た
。

県
聴

寛
障
害
者
協
会
の
西
山
秀

幸

さ
ん
と

斎
藤
千

英
さ
ん
が
講

師
を

務

め
、
自
己
紹
介

の
仕
方
や
両
手
の

親

指
と
小
指
を

く
っ
つ
け

る

『
結
婚
』
、

お
な
か
の
前
で
両

手
を
広
げ

る

’出

産
」
な
ど

と
い
っ
た
単
晒
を
解
説
し

ま
し
た
。
ま

た
、
参
加
者
全
員
が
、

手
話
で
自
分
の
趣
味
を
話
す
こ
と
に

も
挑
戦
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
二
月
四
日
ま
で
三

回
開
か
れ
ま
し
た
。

少
年
仲
間
づ
く
り

教
室
閉
講
　
　

昨
年
五
月
に
閲
講
し
た
少
年
仲
問

づ
く
り
教
室
の
閉
講
式
が
、
一
月
二

十
三
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
四
十
三
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

閉
講
式
に
先
立
ち
、
科
理
教
室
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
サ
ン
ド
ウ
ィ

ッ
チ
作
り
に
挑
職
し
ま
し
た
。
六
班

に
分
か
れ
て
の
実
習
で
、
初
め
て
の

人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
各
班
と

も
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
上
手
に

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
。
十
四
人
に
皆
勤
賞

を
授
与
し
、
続
い
て

で

年
を
扱
り

返
っ
て
」
と
い
う
題
で
、
藤
旧
小
学

校
六
年
の
小
西
真
彦
君
と
武
田
香
織

さ
ん
が
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

国見町

インドアテニス大会
参加者募集

〈日畤〉３月7 Flｔ

午前8  時 30分間会 ９畤試合聞始

〈会鳩〉グリーンアリーナ923

〈種目〉 個人職

{ 男子ダブルス、女子ダブルス}

〈参加資格〉

●町内の一般社会人で編成したチーム

●町内の同一職場．同一嚊稟所で編成した

チーム

●郎内のテニスクラブ員または愛好者

〈参加料〉｜ペア208 円

〈申込み〉

申込書により２月２６日までに

●●学爾課または勤労者体育センタベ

新しい本が届きまし た 文化センター図書室

【一 般図 書】

夫 が 矚 老 熏 つ た 聘　　　　g 亀汕 ● 齟】

黴 聊 矚 墹 覃 ル モ ン 老 正し く 知る 寡 ㎝ 囲 畠 息3

ダ イ オ キ シ ン １ ０ ０ の41・　　4 窟普 量 男 ）

jj● 馥 ●ｓ 的 ・・ 軻 ｛ つ１ ル タ ー ・ワ ン グIJン ｝

ト オ イ と 正 人　　　　　 （ ｓ 戸ｉ 人 ）

こ の 隹 ● を・ と 儖ｅ る　　 ｛ 大石 掲ｆ ｝

○ と り で 韆 らし て 気 盡に 壱t 丶る （ｉ 沢 久 子）

血 と ●　　　　　　　 ｛恊 石 日 丿

仮●x ｝国　　　　　　 ｛檮 儕 ● ｝

大友 二 ㎜ ｎ　　　　　 ｛ 高 侮 邏 癰j

【児 童図書】

し ら ん ぷ り　　 ｛ 楠 圃 鏖 彳i・ 蛭 子|

”･ なし ぱん ざ い （ ア ーノ ル ド ロ ベ レl

オ ベレ ー シｌ ン 太輜　　 （ 小 灌 ●l

と も だ５・ みど り の に・ い （ 工 ● ● 子l

め ぐり 曷い　　　　　4 高 木 ●71

ド ー ド ー 鶫ａ冫丿 躙使 い　 （ 啗・ ● 孑l

ア ン ネ ・ ポ クのｌ だｉ （ ペ ー テlb ・ ポ ーj冫1

タ イ ム マ シ ン　　　　　1 自爿 ●l

フ ラ ン ケ ン シ１ ダイ ン　　 （11が枦幢j

う た がい の つxyｔ 丶ay５　 （ 濶 水 凶 廊l

● 臠由 し は ５ 脣 ま で ． 癩 囀 は ２ 遣躙 で す．

ＩＩ Ｓ は 、 査 衂 ● ● を 魯 い て カ ウ ン タ ーに お 遣し 下 さ い ．

行事のお知らせ
２ 月

| 櫑ｓ図・子ども第 動 書・(  ･ 田 小 年｝

¶71ﾖ喞・パソコン●竃

・干ども移・醴●館r 膕田小２舉）

ｌａａ伽・くにみ女雅皿宣! 齠艚式J

・子ども移●●魯館r ●il胃小ｌ

¶９１ｓ･ 威人学廛! 朗誦鳶j

・パソコン艢言

・ダンベル体練軈實

22日偏・パソコン歌χ

24白啝・パソコン歌宣

25日繝・祠溏賀毒字綴｛闕臚式1

21昌圜・子ども移自国書皿（・震小１羃）

・ダンベル倖練皿・

1s 日佃・参（ｘ寿一貔富

3

月
２日吮・子ども郡戳皿●館｛大桟小3

3 日哨･ パソコン戟亶

・干ども移飴佃●魏! 小墻小3

・日c*1一干と６移●個●鐘（摺田小３牟）

５日哇j･干ども夢黝鷂●攤｛攤田小２犀｝

・パソコン貔宣

ｓ日唏・パソコン載鵞

・子ど６夥黼国魯館（●柵小１卑3

9 日 ・子實て飜鵞 佃 ま洒齟）

・子ども移●皿個摺（大木戸小）

¶ａ日啝・パソコン羲宣

11日巾・子ども梛働儒鴦●（●江賻小）

12日圖・パソコン魯χ
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闃1消隅闘の出初め式が１月4 11. 1:野台運動

公園・グリーンｙ りｰ･ナ923 で．団牋など杓220

 人が参加して行われました．式では町水町
長が「今年も町民の生命と財産を守る活助にご

協力ください」とあいさつしました．

一
年
の
無
事
故
願
っ
て

国阯町と桑折町の交通安全祈願祭が．｜月６

口に鹿島神北で行われました．高水町長、佐藤

俊峻桑折地|べ交通安令協会員など関係膏30 人が．
交通叭故ゼロを祈噸しました．
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着
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合

っ

た

踊

り

を

妓

露

し

ま

し

た

．

福
祉
に
役
立
て
て

ふる咀の民踊・新春の集いを間催した際の益

命をr 町の福祉に役､冫てて】と．代人３人がＭ

永町艮を訪ねました．「みなさんの心を人切に

活用させていただきます．ありがとうございま

すj と冨水町長．

ち
い
さ
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天
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ち
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だ
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